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【農暦】最近は、川柳が流行り詠み人が多いと！ 

〇一ケ月が早い。もう師走である。７日にあった川柳の会で“はしる”の題で２句詠ん

だ。“走るだけこの人生はマグロかな”と詠んでいた。マグロは走っていないと呼吸が出

来なくなり死んでしまうと云う。月日の経つのが早い、だから１年もあっという間であ

る。もう一句は、“ほとばしるパトスある人クレーマー”を詠んだ。高齢者のクレーマー

が多い。テレビでその映像を見て悲しくなった。心豊かである筈のお爺ちゃんの姿ではな

い。そこには生き辛い世情があるのだと思うが、自分に置き換えてみると物申したくなる

理不尽な社会がある事は確かである。いい人も多いが齢を重ねても利己的で情けない大人

も目立つ。車の運転マナーの悪さには恐怖を覚え

る。ストレス社会がギスギスを生んでいるのだと

思うが、世情だけのせいに出来ない。好々爺であ

りたいものである。 

○若い頃よく“パトス”の言葉を使った。流行っ

てもいた。情熱を注ぐ気持ちを込めって理想や大

義のために使ったような気がする。懐かしい言葉

である。差別、いじめ、利己主義で道理が通り

づらい。“強きを挫き弱きを助ける”は流行らな

い。権威とお金に群がる人ばかりでは寂し過ぎ

る。今年の流行語に“忖度”が入っているようだが、その意味は“権威ある相手におもね

って、その意をくみ取る”で悪い意味はない。使う人に問題がある。特に政治には大義が

欲しい。パトスはクレーマーにではなく大義のためのものであって欲しい。“霞が関”に

ある人には特にそうあって欲しい。 

○最近は、川柳が流行り詠み人が多いという。川柳は「穿
うが

ち（＝機微）」「軽み（＝洗

練）」「滑稽」だというが“世相を揶揄”したものが多い。世相もだが天候も気になる。黒

豆を円錐にして乾燥してたが莢タタキの天気のタイミングを窺ってした。師走に入る前に

と考えていたが、やっと実行出来たのが２９日である。露の湿気の取れた昼過ぎから始め

た。Iさんに飛び入りで手伝ってくれた Nさんの加勢もあり日没直前に終えることが出来

た。小豆の莢外しも多くを残しているが、炬燵で、夜なべでやれる作業なので一安心であ

る。忘年会も多い。なるべく早く終えたいと思っている。畑の片付けも多くを残してい

る。師走の忙しい気分が更に忙しくなる。新年を前向きに迎えるためにも、反省しながら

作業に邁進したい。マグロにはなりたくないのだが、、。 
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＜紅葉・佐白山駐車場近＞銀杏の絨毯

も、清掃ウォークの朝。18 日撮影 
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【楽農】小豆、黒豆の収穫・選別！ 

＜畑 A＞；キューイ、大和芋収穫。玉葱の植込み。モチの木を

切る。＜ハウス＞；なし ＜畑 B＞；里芋の収穫。小豆、黒豆

の選別。 

【楽市】イベント交流・直売など 

○イベントなど；いいパートナーの日フェスタ講座（11日）佐

白山清掃ウォーク（18日）共生つばさの会(７日)川柳の会（７

日）TBG大会・忘年会(８日)に参加など。 

〇その他；キューイのお裾分け。小豆の少量出荷。 

【つぶやき＝Tweet】心配事は増える一方であるが！ 

○今、一番心配しているのはと問われると、核兵器、地球温暖化に、格差と貧困の社会、

差別などになる。それに１０００兆円の国の借金、貧困・

差別などがベースになったギスギスした閉塞社会、順番の

問題ではないが、自分と家族のこれからなど心配の事だら

けである。先月号でトランプ米大統領と安倍首相の親密振

りは触れたが、この心配事に対し私の思いと真逆にあるよ

うにしか見えない。この２人の立ち位置は一見多数派に見

えるが意外と孤立の道を歩んでいるようにも思える。 

○ 先月１６日の NHKクローズアップ現代でのインタビ

ューにアメリカ 元副大統領のアル・ゴアさんが “子ど

もたちや未来の世代が、科学者たちが警告したような苦し

みや、過酷な生活に直面しないようにするため、この惑星

の未来を救うことが正しいことは明らかです”と最後に、

答えていた。環境問題を世界各地で訴える様子を記録した

ドキュメンタリー映画「不都合な真実」などでノーベル平

和賞を受賞されている。その後の活動を追った「不都合

な真実２」が公開されるという。 

○トランプ米大統領がパリ協定離脱を表明した次の日、

世界の他の国々が“パリ協定を守る”と明言し、そして、カリフォルニア州、ニューヨー

ク州、その他何百もの都市や多くの州、何千もの企業が、国がやらなければ、我々がやる

と表明している。最近、安倍一強を良しとしない政治家も見え隠れしている。悪いニュー

スが続き、心配事は増える一方であるが、燭光は意外と近くにあるのかもしれない。ノー

ベル平和賞の核兵器廃絶“ICAN”も同様であって欲しい。いつもながら重くなった。 

【後記】友と美酒もいい。笠間に。kogure農

場にお越し下さい。 

【特に編集せずランダムな構成にします】 

＜佐白山清掃ウォーク＞不法

投棄のテレビも。18 日撮影 

＜小豆の天日乾燥＞最

終回？。３日撮影 

発行者；ｋｏｇｕｒｅ農場・小暮虎雄 

住所；笠間市本戸４２０１－１０ 
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＜昭和ロマン？居酒屋＞友と

獺祭の美酒を。27 日撮影 


